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12月

12日（月） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

20日（火） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

15日（木） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

20日（火） 13:00～15:00
ふれあい

センター

行政相談

毎週
木曜日

9:00～
12:00 美山支所

ハッピーライフ（結婚）相談

13日（火） 10:00～15:00 （美）中央公民館

22日（木） 10:00～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

04日（日）

11日（日）

18日（日）

23日（祝）

25日（日）

なりみやクリニック 山県市高富

鳥澤医院 山県市大森

松井医院 岐阜市石原

後藤医院 岐阜市三輪

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷

22―1213

36―2311

058―229―5655

058―229―1031

058―229―3131

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

19日（月）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

予防接種

BCG

05日（月）

06日（火）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

受付13:00
～14:00

（伊）老人福祉
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

06日（火）

15日（木）

受付13:00
～14:00 梅原公民館

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

子宮頚がん検診

08日（木）

20日（火）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

乳がん検診

09日（金） 10:00～13:30
ふれあい

センター

マタニティクラス（3日前までに：
健康課　 22―6839）へ連絡

08日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　 22―6839）

22日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　 22―6837）

22日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　 22―6837）

1月6日までの予定

休 日 診 療：1月2日（月）永田医院（ 058 - 229 - 2101）

3日（火）なりみやクリニック（ 22 - 1213）

12日（月）受付10:00～11:00
構造改善

センター

20日（火）受付10:00～11:00
（伊）老人福祉

センター

乳幼児相談

15日（木） 10:30～13:00
ふれあい

センター

離乳食（前期）教室（3日前までに：
健康課　 22―6839）へ連絡

乳幼児健診

07日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

14日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

21日（水）受付13:00～13:15
ふれあい

センター

3・4か月児健診

10・11か月児健診

1歳6か月児健診
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輝いています　わたしたち！
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現
在
わ
が
国
で
は
、
出
生
率
の
低
下

と
、
平
均
寿
命
の
伸
び
、
そ
し
て
「
団

塊
の
世
代
」
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
に

あ
た
り
「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

長
寿
は
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
、

充
実
し
た
日
々
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
行
政

や
地
域
社
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
高

齢
者
の
希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
で
、
短

期
的
な
就
労
機
会
を
確
保
し
、
高
齢
者

に
働
く
生
き
が
い
と
地
域
社
会
の
発
展

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
一
般
家
庭
や
民
間
企
業
か

ら
の
受
注
も
増
え
、
多
種
多
様
な
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
団
法
人
と

し
て
法
人
格
を
持
ち
、
事
業
の
公
共
性

や
、
運
営
の
健
全
性
と
永
続
性
を
明
確

に
し
て
雇
用
や
就
業
機
会
を
確
保
し
、

地
域
社
会
と
の
相
互
交
流
や
連
携
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
会
員
の
意
識
向
上
を

図
り
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
現
実
と

地
域
社
会
に
寄
与
す
る
た
め
に
設
立
し

ま
し
た
。

■
受
託
事
業

自
動
車
の
代
行
運
転
、
大
工
仕
事
、

屋
内
外
の
塗
装
、
ト
タ
ン
屋
根
修
理
、

障
子
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
、
庭
木
の

剪
定
、
包
丁
研
ぎ
、
体
育
館
管
理
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
公
園
・
墓
地
な
ど

の
清
掃
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
、
草
刈

り
、
草
引
き
、
農
作
業
、
袋
詰
め
、
包

装
、
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
家
事
手
伝
い
、

学
童
保
育
な
ど

■
独
自
事
業

「
新
鮮
野
菜
ク
ラ
ブ
」

会
員
が
栽
培
し
た
野
菜
の
販
売

「
シ
ル
バ
ー
農
園
」

会
員
に
よ
る
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
や
カ
ボ
チ

ャ
の
栽
培

■
混
合
事
業

「
シ
ル
バ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

常
時
二
十
人
の
会
員
が
内
職
、
野
菜

販
売
の
準
備
な
ど
に
就
業
し
な
が
ら
各

作
業
に
出
張
す
る
シ
ス
テ
ム
。

山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
今
年
十
月
一
日
を
も
っ
て
、

社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
山
県
市
誕
生
と
と

も
に
設
立
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は
六
十
歳
か
ら
九
十
一
歳
ま
で

の
約
三
百
七
十
人
。
公
共
施
設
の
管
理
や
清
掃
、
調
理
補
助
や
庭

木
の
剪
定

せ
ん
て
い

、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
な
ど
幅
広
い
分
野
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
と
、
そ
こ
で
働
く
皆

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

法
人
化
の
主
旨

現
在
行
っ
て
い
る
業
務
は



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随

時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

原
則
六
十
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

23
―

0
2
0
0

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
の
公
益

性
、
運
営
の
健
全
性
と
永
続
性
を
明

確
化
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
法
人
申
請
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
付
け

で
社
団
法
人
山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
岐
阜
県
知
事
の
認

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の
事
業

に
ご
理
解
を
賜
り
一
層
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

役員名簿
理事長　　　平田　隆夫
副理事長　　鷲見　文男
常務理事兼
事務局長　　早川　邦昭
理事　　　　村瀬　静嘉
理事　　　　上野　　孝
理事　　　　木田　兼男
理事　　　　酒井　英男
理事　　　　杉山　茂樹
理事　　　　宇野　清次
理事　　　　坂本　輝雄
理事　　　　上野　忠信
理事　　　　山田　繁一
理事　　　　本條壽美子
理事　　　　鹿島　勝子
監事　　　　岡山　　豊
監事　　　　島戸　忠夫
事務局次長　木田　武司
事務局員　　乾　　俊夫

松影千恵子
土田美代子

理事長あいさつ

平田　隆夫

会　員�
原則60歳以上の健康で�
働く意欲のある方�

ご発注者�
ご家庭�、�事業所�、�公共団体等�

配�
分�
金�
の�

支�
払�
い�

希�
望�
す�
る�

職�
種�
の�
登�
録�

仕
事
の�

提
供
・
就
業�

仕�
事�
の�
発�
注�
、�

契�
約�
金�
の�
支�
払�
い�

仕�
事�
の�
受�
注�、�

契�
約�
内�
容�
の�
履�
行�

臨�
時�
的�
・�
短�
期�
的�

な�
仕�
事�（
請
負
・
委
任
）�

シルバー人材センター�
生
き
が
い
と
し
て�

一
緒
に
働
く
仲
間
の�

参
加
を
お
待
ち
し
て�

お
り
ま
す
。�

高
齢
者
向
き
の�

仕
事
引
受
け
ま
す
。�

ご
家
庭
、
事
業
所
、
公
共
団
体�

等
か
ら
の
お
仕
事
を
お
待
ち
し�

て
お
り
ま
す
。�

シルバー人材センター�

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
能
力
や
経
験

輝いています わたしたち！
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成
十
一
年
三
月
、
退
職
と
同
時
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会

し
ま
し
た
。

入
会
す
る
ま
で
は
名
古
屋
市
で
公
務

員
を
し
て
い
ま
し
た
。
退
職
後
も
別
の

場
所
で
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
約
二
年

前
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
剪
定
の
作
業
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

剪
定
は
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
始
め
ま

し
た
。
二
度
ほ
ど
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
剪
定
講
習
に

参
加
し
た
程
度
で
、
技
術
は
剪

定
班
で
一
緒
に
作
業
を
行
っ
て

い
る
鷲
見
文
男
さ
ん
に
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。鷲

見
さ
ん
も
、
退
職
後
、
県

の
職
業
訓
練
所
で
三
か
月
研
修

を
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
造
園
会

社
で
働
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
退
職
後
に
剪
定

作
業
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
仕

事
を
始
め
て
か
ら
は
風
邪
も
ひ

か
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
と
て

も
健
康
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
剪
定
は
奥
が
深
く
て
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

い
で
す
よ
、
剪
定
は
。

平

年
の
四
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
り
、
美
山

支
所
や
谷
合
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

合
併
前
は
美
山
町
役
場
の
清
掃
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
施
設
に

は
た
い
へ
ん
な
思
い
入

れ
が
あ
り
ま
す
。

支
所
の
前
の
駐
車
場

や
バ
ス
停
周
辺
も
清
掃

を
し
て
い
ま
す
が
、
汚

れ
て
い
る
所
を
見
つ
け

る
と
と
て
も
気
に
な
り

ま
す
。
自
宅
が
支
所
の

近
所
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
買
い
物
帰
り
に
も

気
に
な
る
と
屋
外
の
ト

イ
レ
な
ど
を
見
回
り
ま

す
。
働
く
場
所
が
あ
る

こ
と
で
生
活
に
張
り
が

出
ま
す
し
、
何
よ
り
、

近
所
の
人
や
訪
れ
た
人
が
「
ご
く
ろ
う

さ
ま
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
。
仕
事
と
し
て
清
掃

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
奉
仕
の
気
持
ち
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

昨

垣ヶ原　和子 さん（68歳　田栗）

杉山　茂樹 さん（67歳　高富）右上が杉山さん
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は
、
大
桑
公
民
館
で
「
み
ち
く
さ

く
ら
ぶ
」
と
い
う
小
学
校
一
年
生

か
ら
三
年
生
の
子
ど
も
を
放
課
後
に
預

か
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
三
月
か
ら
働
き
始
め
、
今
は

十
六
人
の
子
ど
も
を
隔
週
で
お
世
話
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

個
性
が
あ
っ
て
た
い
へ
ん
で
す
が
、
も

と
も
と
子
ど
も
が
大
好
き
で
す
し
、
子

ど
も
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
き
い

き
と
生
活
で
き
ま
す
。
お
預
か
り
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
私
の
孫
み

た
い
な
存
在
で
、
本
当
に
か
わ
い
い
で

す
。
こ
の
間
、
一
人
の
子
か
ら
「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
手
紙
を
も
ら

っ
て
た
い
へ
ん
感
激
し
ま
し
た
。

自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
清
掃

を
二
人
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
二
人
と
い
っ
て
も
、
一
週
間

を
三
日
ず
つ
の
交
代
で
す
。
一
人
で
広

い
と
こ
ろ
の
清
掃
す
る
の
が
わ
た
し
達

の
仕
事
で
す
。

や
っ
た
だ
け
の
こ
と
に
結
果
が
出
る
。

自
分
た
ち
の
仕
事
は
、
長
い
目
で
見
な

い
と
結
果
ま
で
に
は
た
ど
り
着
き
ま
せ

ん
が
、
で
き
な
い
よ
う
な
細
か
い
と
こ

ろ
を
集
中
し
て
や
る
こ
と
が
楽
し
み
で

す
。
運
動
不
足
の
体
で
し
た
が
、
こ
の

仕
事
に
つ
い
て
か
ら
体
を
動
か
す
の
で

十
キ
ロ
や
せ
、
健
康
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
掃
除
が
苦
手

だ
っ
た
け
ど
き
れ
い
に
な

る
喜
び
で
、
今
で
は
や
り

が
い
の
あ
る
面
白
い
仕
事

に
な
り
ま
し
た
。

夫
婦
で
同
じ
仕
事
を
や

っ
て
い
る
の
で
、
連
絡
や

引
き
継
ぎ
が
き
ち
ん
と
で

き
ま
す
。「
時
間
が
無
く

て
途
中
ま
で
し
か
や
れ
な

か
っ
た
の
で
続
き
や
っ
て

お
い
て
ね
。」
と
こ
ん
な

感
じ
で
す
。
だ
か
ら
、
や

り
残
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

の
最
初
の
仕
事
は
、

タ
オ
ル
た
た
み
で
し

た
。
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ

り
ま
す
が
今
は
、
草
引
き

を
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
外
へ
出
る
こ

と
で
地
域
の
み
な
さ
ん
と

お
話
し
す
る
こ
と
、
目
に

見
え
て
き
れ
い
に
な
る
う

れ
し
さ
。
喜
ん
で
い
た
だ

く
声
を
聞
く
こ
と
は
、
真

夏
の
暑
さ
も
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

家
に
居
た
ら
何
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
大
勢
の

友
達
も
で
き
ま
し
た
。
出

退
勤
簿
は
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
で
す
。
入

会
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
は
パ
ソ
コ
ン
と

に
ら
め
っ
こ
。
こ
ん
な
私
で
す
が
マ
ウ

ス
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
と
の
出
会
い
・
健
康
な
体
・
自
転

車
で
通
勤
で
き
る
パ
ワ
ー
・
仕
事
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
私
の
生
き
が
い
で
す
。

早矢仕　政子 さん（62歳　高富）

荻原　雅之・祐子 さん（66歳・62歳　大門）

浅野　てるゑ さん（78歳　梅原）

輝いています わたしたち！

私

伊

私
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区 分

期末手当

・

勤勉手当

退職手当

（国制度と同じ）

扶養手当

（国制度と同じ）

住居手当

（国制度と同じ）

通勤手当

（国制度と同じ）

管理職

手当

特殊勤務

手当

時間外勤

務手当

（支給率）
退 職 区 分 自 己 都 合 勧奨・定年
勤続 20 年 21.00月分 27.30月分
勤続 25 年 33.75月分 42.12月分
勤続 35 年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他加算措置　定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
平成16年度1人当たり平均支給額　　 10,787千円

支給対象職員数　183人　平均支給月額　22,400円

支給対象職員数　59人　 平均支給月額　18,600円

支給対象職員数　331人 平均支給月額　4,900円
（支給率）

部長等 課長等 主幹等
給料月額の15％

手当の種類（手当数）

代表的な手当

支 給 総 額

職員1人当たり
平均支給年額

2種類

消防職員手当　　　月額6,000円
平成 16 年度
平成 15 年度
平成 16 年度
平成 15 年度

77,288千円
74,534千円
254千円
246千円

出動手当　出動1回につき200円

給料月額の10％ 給料月額の5％
支給対象職員数　66人　 平均支給月額　38,400円
職員全体に占める手当支給職員の割合　　 12.7％
支給対象職員数　49人 平均支給月額　7,300円

配偶者 月額13,500円

配偶者以外の扶養親族のうち2人までそれぞれ

月額06,000円

（職員に扶養親族でない配偶者がある場合はそのう

ち1人について） 月額06,500円

職員に配偶者のない場合は扶養親族のうち1人

月額11,000円

その他の扶養親族 月額05,000円

16歳～22歳までの子の加算 月額05,000円

借家・借間に係る手当

月額12,000円を超える家賃を負担している職員

に対して家賃額に応じて27,000円以内

自己所有住宅に係る手当

月額2,500円（取得後5年を経過するまでの間に限る。）

交通機関等利用者

運賃相当額に応じ　　 支給限度額　月額55,000円

自動車等使用者

片道2㎞以上の使用者に対して、距離に応じ

月額2,000円～24,500円

内　　　　　　容
（平成16年度支給割合）一般職員

期 別 期末手当 勤勉手当
1.4月分
（7・8級は1.2月分）

0.7月分
（7・8級は0.9月分）

1.6月分
（7・8級は1.4月分）

0.7月分
（7・8級は0.9月分）

3.0月分
（7・8級は2.8月分）

1.4月分
（7・8級は1.8月分）

6月期

12月期

計

職制上の段階、職務の級等による加算措置有（国制
度と同じ）

（9）職員手当の状況　　　　　　　 （平成17年4月1日現在） （10）特別職の報酬等の状況　　　　（平成17年4月1日現在）

区　分

給

料

報

酬

市　長
助　役
収入役
議　長
副議長
議　員

月　　額
850,000円
700,000円
650,000円
390,000円
350,000円
330,000円

期末手当（16年度支給割合）
6月期　2.1月分
12月期　2.3月分
計　　4.4月分
6月期　2.1月分
12月期　2.3月分
計　　4.4月分

（1）勤務時間の状況　　　　　　　　（平成17年4月1日現在）

正規の勤務時間 1週間あたり40時間、1日につき8時間
開始 8:30 ／　終了 17:15

10:00～10:15 および15:00～15:15
12:15～13:00

開始・終了時刻
休息時間
休憩時間

（2）年次有給休暇の状況　　　　　 （平成16年1月～12月）

制度の概要 平均取得日数 平均取得率
1年につき20日付与
翌年に限り20日を限度として
繰越可

17.7％7.0日

（3）時間外勤務の状況　　　　　　　　　　　 （平成16年度）

対象職員数
336人

平均時間外勤務時間数
79.3時間

（4）育児休業の状況（平成16年度）

新たに育児休業した職員数 前年度から引き続き育児休業した職員数
7人5人

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）職員研修の実施状況　　　　　　　　　　 （平成16年度）

研 修 区 分 受講者数 研 修　 内　 容
全職員 法制執務研修
59人 危機管理能力研修
6人 市町村税徴収事務ほか5科目

175人 市町村職員研修センター等

全職員対象研修
管理職研修
長期研修
一般研修

（2）勤務成績の評定の実施状況

評定の時期
評定の対象職員

評定項目等

11月1日
全職員（育児休業者及び休職者を除く。）
態度（責任感、積極性、協調性など）および能力
（企画、判断、知識など）について4段階評価

6．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

区　　　　　　分 件　　数
勤務条件に関する措置要求 0件
不利益処分に関する不服申し立て 0件

8．公平委員会に係る業務の状況

（1）職員の健康診断の実施状況
全職員を対象に、市町村職員共済組合が実施する年代別健康診断を
実施し、健康管理に努めました。
（2）共済制度
岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活の安定と福祉の向
上を図っています。また、山県市職員互助会を組織し、福利厚生の向
上を図っています。

7．福祉及び利益の保護の状況

区　　分 処分者数 処分内容及び事由

減給（信用失墜行為）
0人
1人

分限処分
懲戒処分

4．職員の分限及び懲戒処分の状況

区　　分 許可件数 主 な 許 可 内 容
統計説明会
統計調査員

17件
33件

職務専念義務の免除
営利企業等の従事

5．職員の服務の状況

※期末手当には、20％の加算措置があります。

※支給対象者数と平均支給月額については、普通会計における
平成17年4月1日現在の数値です。
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採用者数

4人

退職者数

14人

事由別退職者数

定年退職 勧奨退職 普通退職

9人 0人　 5人

（1）職員の採用・退職の状況　　　　　（平成16年度）

1．職員の任免及び職員数に関する状況

住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額 A 実質収支 人件費 B
人件費率
（B／A）

平成15年度
の人件費率

31,298人 14,782,272千円 244,931千円 2,967,850千円 20.1％ 21.6％

（1）人件費の状況 （平成16年度普通会計決算）

2．職員給与の状況

試験区分 受験者数 最終合格者数

消防職 19人 2人

（2）競争試験の状況　　　　　　　　 （平成16年度）

平成17年4月1日採用者数

1人

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。

職員数
（A）

給　　与　　費

1,317,217千円

給　料

195,194千円

職員手当

558,669千円

期末・勤勉手当

2,071,080千円

計（B）
1人当たり給与費
（A／B）

397人 5,217千円

（2）職員給与費の状況 （平成16年度普通会計決算）

※職員手当には、退職手当は含まれません。

区　　　分 決定初任給 採用2年経過日初任給

一般行政職 170,700円（170,700円） 184,400円（184,400円）

技能労務職

大学卒

高校卒 138,800円（138,800円） 148,500円（148,500円）

（3）一般行政職の初任給状況（平成17年4月1日現在）

※（ ）内は国家公務員の額を表しています。

区　分 8級

11

2.9

2.9

58

15.5

13.3

75

20.0

22.0

49

13.1

11.8

39

10.4

10.2

80

21.3

20.9

54

14.4

15.2

9

2.4

3.7

375

100

100

7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計

部長
次長

課長
主幹

課長
補佐

係長 主査 主任 主事
主事
補

標準的な
職務内容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構
成比（％）

（4）一般行政職の級別職員数と構成比　　　　　　（平成17年4月1日現在）

平成15年度 平成16年度

93.9 91.6

（5）ラスパイレス指数の状況　　　　　（一般行政職）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水
準を100とした場合の地方公務員の給与水準を
示す指数です。

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 329,700円 43.0歳

技能労務職 227,400円 52.2歳

（6）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成17年4月1日現在）

区　分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

246,000円 301,100円 374,800円

202,400円 246,000円 324,800円高校卒
一般
行政職

大学卒

（7）経験年数・学歴別平均給料月額
（平成17年4月1日現在）

区　　分

職　　員　　数

合　計 一般行政職 技能労務職

424人 382人 42人

28人 28人 0人

6.6％ 7.3％ 0％比率（B）／（A）％

普通昇給期間を短縮し
て昇給した職員数（B）

（8）昇給期間短縮の状況　　　　　（平成16年度）

「山県市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の給与や勤務条件など
人事行政の運営状況を次のように公表します。 問い合わせ先 秘書課　　22―6821問い合わせ先

部　　門

一般行政

部門

特別行政

部門

公営企業

等会計

職員数（人）
平成16年

4
70
19
116
22
20
6
29
286
60
52
112
15
11
26
424

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
小 計
教 育
消 防
小 計
水 道
その他
小 計

合　　計

平成17年
4

退職者不補充
退職者不補充
老人ホーム民営化による減
保健予防業務の推進
所属部門の変更
所属部門の変更

退職者不補充

67
18
106
24
17
9
29
274
60
51
111
15
11
26
411

対前年増
減数

主な増減理由

（3）部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　 （各年4月1日現在）

※職員数は一般職員に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

0
△3
△1
△10
2

△3
3
0

△12
0

△1
△1
0
0
0

△13
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このほど、全日本還暦軟式野球連盟主催の古希軟式
野球大会が、静岡県伊豆市狩野川記念公園野球場で行
われ、岐阜シルバーシニアチームが優勝しました。
このチームは全員で23人で平均年齢が73.8歳。渡邉

幸弘（東深瀬）監督と中村幹雄（高富）キャプテンの二人
が山県市在住。
渡邉監督は「昔取ったきねづか。野球が好きなメンバ
ーばかりが集まっています。楽しむことが健康につなが
ります、ケガに気をつけてこれからも頑張ります。目指す
は、来年も優勝です」と話されました。

夢に見ていた全国優勝！
古希軟式野球大会

11月5日、花咲きホールで伊自良中学校合唱
祭が保護者・地域の人を迎え行われました。
スローガンは「絆がつくるハーモニー　117

人が最後まで全力で取り組み、感動しよう！」
で、生徒一人ひとりが心を込め歌いました。
「思いどおりに歌えなかった時、くじけそう

になった時、クラス、学年で助け合ってきた絆、
団結力に感動しました。やり遂げた達成感をこ
れからの生活に生かしていきたいです」と合唱
文化委員長の佐野誠君が話してくれました。
学校だけでなく、保護者、地域の人びとと共

に育っている伊自良中学校の生徒。心優しい歌
声に来場者はとても感動していました。

絆
きずな

がつくるハーモニー
伊自良中学校合唱祭

このほど故渡邉弘夫さん（高富）が、正六位・瑞寶双光章を受
賞されました。
渡邉さんは、昭和26年4月から平成3年3月まで、教育機関に

勤務され、保護者や地域の人びととの相互理解と連携を重視
し、学校における諸活動に大きな変革をもたらされ、旧美山町社
会教育委員や高富公民館長などとしても地域に貢献されました。
渡邉さんの願いにより、遺族の方から教育振興資金としてご

寄付いただきました。
また、11月1日には妻の渡邉勝子さんに善行表彰が贈られま
した。

渡邉勝子さんに善行表彰
教育振興資金として寄付
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10月8日、花咲きホールで笑いと健康事業第
4弾、「三遊亭歌之介爆笑ライブ」が行われまし
た。
鹿児島弁で身近なネタを使った、こんこんと

わき出る漫談に、笑いをこらえようとする観客
の皆さん。お腹の底から笑いがこみ上げて、最
後まで大きな笑い声が会場に響いていました。
お腹の皮がよじれるほど笑えた爆笑ライブ、

健康につながる漫談でした。

笑って・笑って・笑い過ぎました
笑いと健康事業第4弾

10月13日、伊自良ふれあい・さわやかドー
ムで山県市老人クラブ連合会伊自良地域体育大
会が行われ、約450人の会員が心地よい汗を流
されました。
この体育大会は、同連合会が会員の健康増進

のために主催したもので、綱引きや玉入れなど
の競技が行われました。
また会員たちは、伊自良保育園園児と一緒に

大玉ころがしを行い、世代を超えた交流で、健
康的で楽しい一日を過ごしました。

若々しい動きでハッスル
老人クラブ連合会伊自良地域体育大会

このほど、あしたの会自然の家の清水道貴さ
んが第5回全国障害者スポーツ大会岡山大会の
陸上400mに出場されました。
清水さんは本巣市出身の21歳で、今年6月に

行われた岐阜県障害者スポーツ大会春大会の同
種目で66秒78という大会新記録で優勝し、岐
阜県の代表選手に選ばれました。
10月27日、市長を表敬した清水さんは、「腕

を大きく振って速く走れるようにがんばります」
と力強く抱負を語られました。

全国大会でもがんばるぞ
あしたの会自然の家の清水さんが
全国障害者スポーツ大会に出場
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10月23日、山県市文化の里花咲きホールな
どで山県市女性防火研修会が行われました。
この研修会は、山県市女性防火クラブ運営協議
会の主催で行われ、市内から約300人が参加し、
クラブ員たちは、実務研修として天ぷら火災初
期消火訓練などを行ったほか、名古屋工業大学
大学院の谷口仁士教授を招き「間近に迫った東
海・東南海地震への備え」という演題の講演を
受けました。
研修会の最後には同クラブ第4分会会長の山

田那味さんが、災害のない安全で住みよいまち
づくりに努めるなどの「防火宣言」を行われま
した。

家庭の防火は女性の手で
女性防火クラブ研修会

10月19日、大桑地区と富永地区を結ぶ「椿
野はじかみ林道」が開通し、富永地区の林道沿
いの広場で開通記念碑の除幕式が行われました。
この林道は、平成8年度に着工し、旧高富町

と旧美山町が建設を行ってきました。事業費は
約10億7千万円で、幅員は5mとなっており一
般の車両も通行できます。
この林道の開通により周辺の森林の利用促進、

地域活性化などが期待されます。

大桑と富永が近くなりました
椿野はじかみ林道開通式

10月27日、高富中央公民館技術室で花づく
り講習会を行いました。
この講習会は、山県市「花の都ぎふ」運動推

進協議会が主催し、秋から冬にかけての玄関を
飾る寄せ植えをテーマに、ローズマリーやウイ
ンターコスモスなど7種類の植物を岐阜市で園
芸会社を営まれている安藤正彦さんを講師に招
き開催。
参加した48人は季節を感じながら、楽しみま

した。

玄関を飾るすてきな寄せ植え
花づくり講習会
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10月20日、いわ桜小学校6年生17人が4年生
の時に種から育ててきた「イワザクラ」の移植を
片原在住の、岐阜県自然保護委員である江崎淳
さんの指導で行われました。
江崎さんは、種まきや移植はもちろん、毎日学

校を訪れ、絶滅品種の「イワザクラ」を少しでも残
そうと子どもたちが世話をしたあとも、水や日ざし
の管理を奥さんと共に手伝われました。
藤田裕介君は「種をまいて育てたので、芽が出
た時がうれしかったです。今日は山へ返すことが
できたのでうれしいです。春になったら、花を見
に来たいです」と話してくれました。

無事に大きく育って
いわ桜小6年生が山にイワザクラを移植

故松井鍋太郎氏率いる松井一族が明治39年
に日永から北海道へ入植し、今年で100年。
厳寒の中を苦労して開拓された松井一族は現

在北海道の鶴居村幌路を中心に生活をされてい
ます。
このほど入植100年を記念し、鍋太郎氏の子

孫、松井孝志さんをはじめとする25人が松井家
の出生地である日永や市内を訪れました。市長
と対談した松井家の人びとは感慨深げに感想を
語られていました。

入植100年を記念して
北海道の松井家が来市

11月3日、文化の里古田紹欽記念館で「紹欽
さんの好日会」と題し水琴窟・琴コンサートと
講演会などのイベントを行いました。
講演会では、「古田先生の人と学問」と題し

花園大学名誉教授の西村惠信さんが、故古田紹
欽先生とのエピソードを交え生き方や学び方に
ついて講義を行われました。
また、心がいやされるような水琴窟・琴コン

サートや茶会も行われ、来場者はのんびりとし
たひとときを過ごしました。

古田先生との思い出を語られました
紹欽さんの好日会
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火のない所から火が出る　トラッキング現象！

あなたの家は大丈夫ですか？
テレビ、冷蔵庫、家具などのコンセントとプラグとの隙間にほこりがたまっていき、このほこりが湿

気を吸うことによって火花放電が起こり、発熱して発火する現象をトラッキング現象といいます。

大掃除などの機会に清掃やチェックをし、長期間

外出する時は、できるだけコンセントから抜くよう習

慣づけましょう

〈起こりやすい条件〉
・コンセントなどに、長期間差し
込んだ状態で使用している場
合。
・水気のある場所や結露しやすい
壁面で、ホコリなどがたまりや
すい所。

〈安全対策〉
・常時通電している機器は、時々
プラグを抜いて乾いた布で拭き
取る。
・器具使用後は、スイッチを切っ
てコンセントからプラグを抜い
ておく。
・電源プラグ及びコードが熱くな
っている時は、すぐに使用をや
めて点検をする。

火事・救急・救助は　119番

山県市消防本部　　22－0119

●日　　時 第1回　12月11日（日） 午前9時～12時（受付　8時40分～）

第2回　12月25日（日） 午前9時～12時（受付　8時40分～）

※どちらか都合の良い日をお選びください。
●会　　場 グリーンプラザみやまコテージ村　研修棟
●対　　象 小学生以上なら、どなたでもOK！

（小学4年生までは保護者同伴でご参加ください）
●募集人数 20人（2人1組、1人でも参加可能）

※申し込みは順次受け付けし、定員になり次第締め切らせていただきます。
●申込受付 12月1日（木）～各開催日の前日
●参 加 費 1人　1,000円（材料費を含む）
●持 ち 物 エプロン・三角巾・手ふきタオルなど
■申込・問い合わせ先 グリーンプラザみやまコテージ村　　55－2615 55－2634

今年も「手打ちそば」で年越しを

FAX
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高
齢
期
で
は
睡
眠
に
障
害
が
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
が
、
本
人
は
意
識
し
て

い
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
覚
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
睡
眠
障
害
が
あ
る
と
心
身
に
さ
ま

ざ
ま
な
悪
影
響
が
で
ま
す
。

あ
な
た
は
夜
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま

す
か
？

・
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い

・
早
く
目
覚
め
て
し
ま
う

・
一
度
目
覚
め
て
し
ま
う
と
寝
に
く
い

ど
れ
か
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
睡
眠
障
害
と
い
え
ま
す
。

高
齢
期
で
は
、
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
の

メ
リ
ハ
リ
が
悪
く
な
る
た
め
、
夕
方
に

眠
気
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
夕
方
に
う
と
う
と
と
し
て

し
ま
う
と
、
夜
眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
睡
眠
は
体
温
の
リ
ズ
ム
と
関

係
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
に
運
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
上
昇
し
た
体
温
が
夜
に
向

け
下
が
っ
て
い
く
こ
と
で
眠
り
に
つ
き

や
す
く
な
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め

一．

自
覚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
睡

眠
障
害
が
あ
る
と
心
身
に
悪
影
響
が

あ
る

二．

快
眠
の
た
め
に
は
短
時
間
の
昼
寝

と
夕
方
の
運
動
が
効
果
的

三．

生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と

が
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

き
ち
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

な
ぜ
短
い
昼
寝
と
夕
方
の

運
動
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か

山
県
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

今
年
も
十
二
月
二
十
四
日
　
の
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
、
青
年
部
員
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
て
、
お

宅
に
う
か
が
い
、
子
ど
も
た
ち

（
小
学
校
低
学
年
ま
で
）
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
す
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
お
子

さ
ん
の
名
前
、
年
齢
を
記
入
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

〒
五
〇
一
―

二
一
〇
五

高
富
二
二
〇
八
番
地
一
四

「
山
県
市
商
工
会
青
年
部
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

▼
申
込
締
切

十
二
月
二
十
日
　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

当
選
者
に
は
十
二
月
二
十
一
日

に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
商
工
会

22
―

3
9
3
9

快眠のために
■短い昼寝をしてみましょう

午後1時～3時ごろ
30分以内の睡眠
脳の疲労回復に有効

■夕方の軽い運動

30分程度
散歩やストレッチ
からだほぐし程度

E
－ m
ail
gifu＠

m
of－ tokai.go.jp

二
月
二
日
　
、
午
後
二
時
か
ら
、

山
県
市
役
所
三
階
大
会
議
室
で
、
岐

阜
財
務
事
務
所
主
催
の
「
財
務
行
政

懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
我
が
国
財
政
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
て
、
石
原
岐
阜
財
務
事
務
所

長
が
講
演
さ
れ
ま
す
。

岐
阜
財
務
事
務
所
は
、
財
務
省
・

金
融
庁
の
総
合
出
先
機
関
と
し
て
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

を
記
入
の
う
え
、
F
A
X
、
メ
ー
ル

ま
た
は
電
話
で
「
岐
阜
財
務
事
務
所

総
務
課
」
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。「
参
加
整
理
券
」
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
参
加
整
理
券
の
発
送
、
参
加
人

数
の
確
認
、
参
加
者
の
属
性
な
ど
の

分
析
以
外
の
使
用
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

0
5
8
―

2
4
7
―

4
1
1
1

0
5
8
―

2
4
6
―

2
8
6
2

財
務
行
政
懇
話
会
の
開
催

FAX

（火）

（水）

（土）

（木）
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市民の第九演奏会をあなたとともに市民の第九
交響曲第九番　第4楽章　ベートーベン

指揮　大西隆之
ヴァイオリン　吉田さつき　チェロ　安江葉子
ピアノ連弾　　佐部利　弦・和田早苗
ソプラノ　小川茂子　　メゾソプラノ　山田眞理子
テノール　高橋建太郎　　バリトン　羽淵朋之
合唱　市民の皆さん

日　時　平成18年 1月11日（水）午後6時30分～午後9時�
場　所　文化の里　花咲きホール�
入場料　1,500円（当日券1,800円）�

落　語　　　　　　柳屋三三�
ヴァイオリン漫談　マグナム　小林�
落　語　　　　　　柳屋右太楼・西正亭ばちあたり� 主催　花咲き実行委員会�

後援　山県市教育委員会�

笑う門には福きたる　新しい年の初めにまずはひと笑い�

開場　午後1時30分
開演　午後2時

【場　所】 文化の里　花咲きホール
【入場料】 高校生以上　500円

中学生以下　無料（事前に整理券をお求めください）

プログラム

ハンガリー狂詩曲第2番 リスト作曲（ピアノ）
愛のあいさつ エルガー作曲（チェロ）
チャルダッシュ モンティ作曲（ヴァイオリン・ピアノ）
オペラ「シチリア島の夕べの祈り」より
ありがとう愛する友よ ヴェルディ作曲（ソプラノ・ピアノ）
星くずやの唄 磯部俶作曲　狩野敏也作詞（メゾソプラノ・ピアノ）
故郷 岡野貞一作曲（ソプラノ・メゾソプラノ・ピアノ）
冬の夜 文部省唱歌（ソプラノ・ヴァイオリン・チェロ・ピアノ）
早春賦 中田章作曲（メゾソプラノ・ヴァイオリン・チェロ・ピアノ）

プログラムは変更になる場合があります。

指揮者　大西　隆之
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実　施　日 内　　　　　容 料　　　金 発　売　日

03月04日　
時間未定 和泉元彌　狂言会

大　人 2,000円
高校生以下 1,500円

未　定

03月26日　
時間未定

子どもミュージカル

呪文のような不思議なことば

「みしのたくかにと」より

高校生以上 500円
中学生以下 無料
（事前に整理券をお求め
ください）

1月6日　
全自由席

ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

募
集

問
い
合
わ
せ
先

文化の里　花咲きホール

36ー2323 36ー2777
hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp

休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

ピアノの弾き込み　一般公開のお知らせ
次の日程でピアノの弾き込みを行っています。午後のゆったりとした時間を

楽しみに来てはいかがですか。

■日時　12月1日（木）、15日（木）、22日（木）いずれも午後2時～

花咲きホール、古田紹欽記念館、伊自良図書館、
総合体育館、高富・伊自良・美山中央公民館、教
育委員会文化課
開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間

市内にお住まいの人を対象にお正月の寄せ植え教室を開催します。皆さんのご参加をお待ちいたして
おります。
参加ご希望の人は、往復ハガキで申し込みください。
定員は午前・午後とも各30名です。応募者多数の場合は抽選により決定させていただき、結果は返信

用のハガキでお知らせします。なお、1人1通の応募とします。

■テ ー マ 「幸せを呼ぶお正月飾り」
■開 催 日 12月21日（水）
■開催時間 （午前の部）午前10時～11時30分

（午後の部）午後1時30分～3時
■開催場所 高富中央公民館技術室
■参加費用 2,000円（材料費）
■申込締切 12月15日（木）必着
■申込方法 往復ハガキに下記事項を記入して申し込んでください。

〒501－2192 山県市高木1000番地1 山県市役所総合企画課内
山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会　
【往信裏面】 ①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号　⑤午前か午後の希望　
【返信表面】 ①郵便番号　②住所　③名前

※問い合わせ先　山県市役所総合企画課　　22－6824
ご応募いただきましたハガキにつきましては、選考のため以外には使用いたしません。

（土）（土）

（日） （金）

FAX
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日　　時

12月8日　
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

リース作り
材料費1000円程度

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

12月2日　
午前10時～

会　　場

伊自良中央公民
館

内　　容

リース作り
材料費1000円程度

12月22日　
午前10時～

美山構造改善
センター クリスマス会

12月16日　
午前10時～

伊自良老人福祉
センタ－ クリスマス会

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

12月9日　
午前10時～

会　　　　場

高富中央公民館

内　　　　　　　容

リース作り　　材料費1000円程度

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者・【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者　～合同開催～

12月16日　
午前10時～

高富中央公民館 クリスマス会　未使用不要品ビンゴ

問い合わせ先 山県市教育委員会　生涯学習課　　36―3304問い合わせ先

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　12月03日　　午前10時～
日時　12月16日　　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55―2608

会場　伊自良図書館　
日時　12月03日　　午後2時～

12月10日　　午後2時～
12月17日　　午後2時～
12月24日　　午後2時～

問い合わせ先　伊自良図書館　　36―3339

会場　高富中央公民館　和室　
日時　12月15日　　午前10時30分～
対象　0～2歳児親子
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場　高富中央公民館　図書室　
日時　12月10日　　午後1時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場
日時

問い合わせ先

問い合わせ先

会場

日時

会場

日時

対象

問い合わせ先

もこもこもこ（みやまジョイフル倶楽部）読み聞かせ教室

お話しピーチク読み聞かせ

いない　いない　ばあ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
■対　象 0～6歳児の保護者

※託児あります

■日　時 12月7日　　午前10時～
■会　場 桜尾公民館
■テーマ 「家庭教育の根本は夫婦の和合である」

12月の家庭教育講座

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。

会場

日時

問い合わせ先

（水）

（土）

（土） （土）
（金）

（金）

（金）

（金）

（木）

（木）

（金）

（土）

（土）

（土）
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ア
メ
リ
カ
の
コ
コ
モ
と
い
う
町
に

ラ
イ
ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
と
い
う
少
年

が
い
ま
し
た
。
ラ
イ
ア
ン
君
は
、
血

友
病
の
治
療
の
た
め
に
使
用
し
た
血

液
製
剤
の
た
め
に
十
三
歳
で
エ
イ
ズ

に
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
み
ん
な
に
わ
か
り
、

学
級
の
友
達
の
家
族
な
ど
か
ら
一
緒

に
教
室
で
勉
強
す
る
こ
と
を
い
や
が

ら
れ
、
中
学
校
に
行
け
な
く
な
り
、

自
分
の
家
に
い
て
電
話
で
授
業
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
区
の
主
任
医
療
担
当

官
が
「
登
校
し
て
も
他
の
生
徒
に
影

響
は
な
い
」
と
の
決
定
を
し
ま
し
た

が
、
登
校
日
に
な
っ
て
半
分
近
い
生

徒
が
ラ
イ
ア
ン
君
と
一
緒
に
勉
強
す

る
の
を
い
や
が
り
、
学
校
を
欠
席
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
、
ラ
イ
ア

ン
君
は
シ
セ
ロ
と
い
う
町
に
転
校
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
ラ
イ
ア
ン
君
は
く
じ
け

ず
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
エ
イ
ズ
に
冒

さ
れ
た
子
ど
も
の
辛
さ
を
訴
え
続
け

ま
し
た
。

世
の
中
に
は
病
気
の
治
療
の
た
め

に
使
っ
た
血
液
製
剤
に
よ
っ
て
感
染

し
た
人
も
い
ま
す
。

正
し
い
知
識
が
な
い
ば
か
り
に
、

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
差
別
し

た
り
、
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

エ
イ
ズ
を
正
し
く
知
る
こ
と
で
エ

イ
ズ
感
染
を
予
防
し
、
差
別
の
な
い

世
の
中
に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
に
は
、
病
気
に
冒
さ
れ
な
が

ら
も
ア
メ
リ
カ
連
邦
会
議
で
意
見
を

聞
か
れ
、「
エ
イ
ズ
患
者
だ
っ
て
、

健
康
な
人
と
同
じ
よ
う
に
充
実
し
た

人
生
を
送
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
か
差
別
も
特
別
扱
い
も
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。」
と
訴
え
、
ア
メ
リ
カ
中

の
人
達
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
学
校
で
は
エ

イ
ズ
教
育
が
行
わ
れ
、
エ
イ
ズ
患
者

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
セ
ロ
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
イ
ツ

高
校
で
は
、
先
生
も
生
徒
も
ラ
イ
ア

ン
君
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
う

し
て
、
コ
コ
モ
で
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
イ
ツ
高
校
で

は
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
イ
ツ
高
校
で
は
、

み
ん
な
が
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。
た
だ
怖
が
っ
て
い
た
だ
け

の
人
び
と
が
、
エ
イ
ズ
の
人
と
一
緒

に
い
て
も
う
つ
ら
な
い
こ
と
を
知
っ

た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
イ

ツ
高
校
の
生
徒
達
は
ラ
イ
ア
ン
君
を

受
け
入
れ
、
ラ
イ
ア
ン
君
は
よ
う
や

く
自
分
の
住
め
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

ま
し
た
。

血液・母乳・精液�
膣分泌液�

無症候期�

発　病�

感　染� 症状のない期間が長く�
あります（平均約10年）�

エイズ発症の前に免疫力の低下によってこんな症状が…�
■リンパ腺が腫れる　　■原因のない体重減少�
■発熱・下痢・寝汗�

エイズと診断される頃には身体の抵抗力がなくなり、健�
康なら何でもない細菌やウイルス、カビなどが体内であ�
ばれ、病気を起こす。�
■カリニ肺炎　　■カポジ肉腫　など�

エイズはどんな病気？�
　日本語に訳すと「後天性免疫不全症候群」といいます。�
　私たちの身体には、自己防衛のための免疫機能があります。�
　ところが、HIV感染でその免疫機能が低下すると、身体の抵抗力が
極端に落ち、体内に侵入してきたウイルスや細菌、カビなどの繁殖に
対して抵抗できなくなってしまいます。�

☆エイズの根本治療法や特効薬はまだ見つかっていませんが、病気の
進行を遅らせることはできるようになってきました。�

など�
�

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
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■
二
〇
〇
四
年
末
の
時
点
で
、
生
存
中

の
H
I
V
感
染
者
お
よ
び
エ
イ
ズ
患
者

数
は
三
千
九
百
四
十
万
人
。

■
日
本
で
は
二
〇
〇
四
年
一
年
間
に
H

I
V
感
染
者
と
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
が

千
件
を
突
破
。

H
I
V
は
含
ま
れ
る
体
液
が
血
液
・

精
液
・
膣
分
泌
液
・
母
乳
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
熱
や
塩
素
に
も
弱
く
、
少
量

で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
社

会
生
活
で
の
接
触
に
よ
る
感
染
や
空
気

感
染
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路
で
最
も
多
い
の
は
、
性
的

接
触
に
よ
る
感
染
で
す

■
コ
ン
ド
ー
ム
は
感
染
予
防
に
有
効

自
分
も
相
手
も
百
％
感
染
の
可
能
性
が

な
い
場
合
以
外
は
、
必
ず
コ
ン
ド
ー
ム

を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。（
コ
ン
ド

ー
ム
は
品
質
保
証
さ
れ
た
も
の
を
）

■
い
つ
で
も
節
度
あ
る
性
行
動
を
心
が

H
I
V
感
染
者
を
偏
見
の
目
で
見
て

し
ま
う
の
は
「
本
当
の
エ
イ
ズ
」
を
知

ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

☆
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
は
、

感
染
し
て
も
す
ぐ
で
き
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ
た
日
か

ら
三
か
月
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
血
液
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
場
所
　
岐
阜
地
域
保
健
所

▼
日
時

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

午
後
四
時
〜
五
時

▼
申
込
方
法

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

（
住
所
・
氏
名
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

検
査
費
用
は
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
地
域
保
健
所

保
健
予
防
係05

8
3
―
80
―
3
0
0
4

け
ま
し
ょ
う
。

■
注
射
器
具
の
共
有
を
し
な
い
た
め
に

も
麻
薬
に
は
手
を
だ
さ
な
い
。

世
界
で
は
！

地
球
規
模
の
流
行
拡
大
は

深
刻
な
問
題
！

日
本
で
は
！

若
年
層
に
感
染
者
が
急
増
！

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
エ
イ
ズ
は

「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

H
I
V
の
感
染
は
こ
う
防
ぐ
！

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
と

H
I
V
抗
体
検
査

●

せ
き
・
く
し
ゃ
み

●

握
手
や
抱
擁

●

蚊
や
ノ
ミ
な
ど
の
昆
虫
に
刺
さ
れ
る

●

洋
式
の
ト
イ
レ
の
便
座
や
ノ
ブ
か
ら

●

つ
り
革
や
手
す
り

●

コ
ッ
プ
で
の
回
し
飲
み

●

鍋
な
ど
同
じ
食
べ
物
を
つ
つ
く

●

キ
ス

●

O
A
機
器
や
事
務
用
品
の
共
有

●

口
で
吹
く
楽
器
の
共
有

●

タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
を
介
し
て

●

プ
ー
ル
や
共
同
浴
場

●

体
が
接
触
す
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

☆
職
場
や
学
校
な
ど
で
の
生
活
の
中

で
H
I
V
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
こ
と
で
は

感
染
し
ま
せ
ん
！

H I Vは主に3つの経路で感染！

※妊娠中に服用する、帝王切開にするなどの医療措置により、感染の可能性をかなり下げることが可能
です。

セックス

麻薬の静脈注射など、注射器の回し打ちH I V 感 染

母子感染、妊娠、出産、授乳を介して※

→ →
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健
康
課
で
は
、
乳
児
期
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
マ
マ
や
パ
パ
同
士
の
交
流
を
は

か
り
、
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
七
年
四
月
〜
平
成

十
七
年
七
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

▼
開
催
日
時

十
二
月
〜
三
月
の
七
回

コ
ー
ス
（
初
回
は
十
二
月
十
九
日
　
詳

細
は
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
に
後
日
連

絡
し
ま
す
）

午
前
十
時
〜
十
二
時
頃
（
午
後
の
時

も
あ
り
）

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

身
体
を
使
っ
た
遊
び
や
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
親
子
ビ
ク
ス
、
子

ど
も
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
な
ど

▼
申
込
方
法

先
着
三
十
名
　
十
二
月

十
二
日
　
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

健
康
課
　
　
　
　

22
―

6
8
3
9

先
輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
、
助
産
師
さ

ん
を
交
え
て
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？

▼
日
時

十
二
月
九
日

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
半

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の

勉
強
会
、
調
理
実
習

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
な
ど

※
託
児
あ
り

▼
申
込
方
法

十
二
月
六
日
　
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
　

22
―

6
8
3
9

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

予防接種法施行令が一部改正され、平成18年4月1日から麻しん、風しん予防接種の対象年齢と接種方
法が変更されます。
1歳～7歳6か月未満で麻しん予防接種、風しん予防接種を受けていないお子さんは、平成18年3月31

日までにできるだけ早く接種を受けることをお勧めします。

●変更内容●　（平成18年4月1日以降）

注）平成18年4月1日以降は、第1期・第2期は、麻しん・風しんワクチンのどちらも接種していない
（かかったことがない）お子さんが対象となります。
平成18年3月31日までに麻しんワクチン、風しんワクチンを接種されたお子さんは、第1期・第2期と

もに対象とはなりません。

改　正　前

麻しんワクチン
風しんワクチン

ワクチンの種類

接 種 対 象 者

麻しん
1歳～7歳6か月未満
風しん
1歳～7歳6か月未満

改　正　後

麻しん風しん混合ワクチン

麻しん風しん
第1期：生後12か月～24か月未満
第2期：5歳～7歳未満
（小学校就学1年前～就学日前日まで）

（金）

（月）

（月）

（火）
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12月04日（日） 市バレーボール大会

12月11日（日） 小学生バレーボール大会

12月23日（金） 県初心者バドミントン大会

～12月の総合体育館スポーツイベント～

▼
勤
務
内
容

税
務
関
係
資
料
の
受
付
、
整
理

▼
募
集
人
員

二
人

▼
賃
金

日
額
五
千
六
百
円

▼
勤
務
時
間

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分（
実
働
七
時
間
）

▼
勤
務
地

税
務
課

▼
雇
用
期
間

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
〜

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

▼
資
格
、
条
件

十
八
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
応
募
方
法

十
二
月
十
六
日
　
ま
で
に
履
歴
書
を

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　
　
　

22
―

6
8
2
2

▼
日
時

平
成
十
八
年
一
月
八
日
　

午
前
十
時
三
十
分
〜

▼
開
催
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
対
象
者

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

※
学
業
お
よ
び
就
職
な
ど
の
都
合
で
、

市
外
へ
住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
人
で
、

山
県
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
　

36
―

3
3
0
4

日
日
雇
用
職
員
募
集

平
成
十
八
年
成
人
式
の
開
催

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
い
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

﹇
山
県
市
人
権
擁
護
委
員
﹈

鷲
見
　
俊
邦
　
　

22
―

1
6
6
7

尾
関
　
千
代
子
　

22
―

2
9
5
7

西
村
　
純
子
　
　

27
―

2
1
5
6

若
井
　
紀
子
　
　

22
―

4
4
1
6

島
戸
　
一
夫
　
　

36
―

3
7
3
7

桐
山
　
五
十
鈴
　

36
―

3
4
5
3

恩
田
　
安
代
　
　

53
―

2
0
0
2

臼
井
　
敏
雄
　
　

55
―

2
0
2
9

﹇
岐
阜
地
方
法
務
局
﹈

人
権
擁
護
課

0
5
8
―

2
4
5
―

3
1
8
1

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
、「
第
五

十
七
回
人
権
週
間
」
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
期
間
に
、
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
人
権
問
題
や
悩
み
事
な
ど
で

お
困
り
の
人
は
、
地
元
の
人
権
擁
護
委

員
ま
た
は
最
寄
り
の
法
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
工
業
統
計
調
査
を
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年

十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
数
値
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
合
企
画
課
　

22
―

6
8
2
4

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
門
松
カ
ー
ド
」
配
布
の
廃
止

毎
年
配
布
し
て
い
ま
し
た
「
門
松
カ
ー
ド
」
の
配
布
を
中
止

い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

総合体育館　【休館日　毎週月曜日】 22―6622

（日）

（金）
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交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
こ
と
が
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官

が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り

ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
十
一
人
の
審
査
員

が
こ
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
審
査
員

は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に

選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と

し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

0
5
8
―

2
6
2
―

5
1
2
1

（
内
線
2
8
1
）

農
地
の
取
得
ま
た
は
農
地
を
農
地
以

農
地
の
権
利
移
動

・
転
用
に
つ
い
て

香り会館からのお知らせ
今年はどんなプロデュース

香り会館では、クリスマスアレンジ・正月
飾りリースの制作を実施しています。
アレンジの台座から、可愛らしい飾りまで

制作に必要なものはすべてそろっています。
自分だけのクリスマスアレンジや、レモン

グラスを編みこんだ飾り縄の正月飾りを楽し
みながら作ってみませんか。
開館時間 午前10時～午後3時 火曜日定休
■問い合わせ先 香り会館　　22－5400

12月11日（日）～ 20日（火）

何かとお酒を飲む機会が多い師走。皆さん
ご存じのように飲酒運転は、道路交通法で禁
止されている行為です。「一杯だから…」「す
ぐそこまでだから…」という軽い気持ちが、
事故を招きます。お互いに声をかけ合い、飲
酒運転を絶対にしないようにしましょう。

■運動の重点

○飲酒運転等の危険・無謀な運転を追放する
○夕暮れ時から夜間にかけての交通事故を防
止する

○シートベルトとチャイルドシートの正しい
着用を徹底する

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
！

外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合
は
、
次
の

よ
う
な
農
地
法
の
許
可
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

農
地
法
第
三
条
許
可

（
農
地
の
権
利
移
動
）

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り
貸

し
借
り
す
る
と
き

農
地
法
第
四
条
許
可

（
農
地
の
転
用
）

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用

途
に
使
う
と
き

農
地
法
第
五
条
許
可

（
農
地
の
権
利
移
転
を
伴
う
転
用
）

農
地
を
売
買
ま
た
は
貸
借
し
、
農
地

以
外
の
用
途
に
使
う
と
き

▼
申
請
書
の
提
出
期
限

毎
月
二
十
日
ま
で
に
市
農
業
委
員
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

農
地
は
、
農
業
の
基
盤
で
あ
り
、
食

糧
の
生
産
に
必
要
な
大
切
な
財
産
で

す
。そ

の
農
地
を
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ

な
い
と
、
近
隣
農
地
へ
の
病
害
虫
の
発

生
と
増
殖
源
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
地
周
辺
の
環
境
の
阻
害

な
ど
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

の
で
、
除
草
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
適

正
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
　
　

22
―

6
8
2
9

無事故で年末　笑顔で年始
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平
成
十
八
年
・
十
九
年
度
の
指
名
参

加
願
の
提
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
に
つ
い
て

次
の
三
業
務
を
対
象
と
し
ま
す
。

一．

建
設
工
事

二．

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

三．

物
品
納
入

▼
資
格
有
効
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間

▼
受
付
期
間

平
成
十
八
年
一
月
六
日
　
〜
二
月
二

十
八
日
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
受
付
場
所

山
県
市
役
所
二
階
総
務
部
総
務
課

（
持
参
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
県
外
な

ど
遠
方
の
場
合
郵
送
で
も
可
）

▼
申
請
様
式

○
建
設
工
事

岐
阜
県
統
一
様
式

（
岐
阜
県
建
設
業
協
会
で
有
料
配
布
）

○
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

（
経
審
結
果
通
知
書
は
別
綴
じ
と
す
る
）

○
物
品
納
入

山
県
市
指
定
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
総
務
課
窓
口

に
お
い
て
配
布
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　
　
　

22
―

6
8
2
0

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
に
お
い
て
所
有
さ
れ
て
い
る
、
土
地
、

家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
対
し
て
課
税

し
て
お
り
ま
す
。

課
税
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ま
一
度
、
現
況
の
家
屋

（
居
宅
・
倉
庫
・
車
庫
な
ど
）
と
お
手

元
の
課
税
明
細
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
取
り
壊
し
済
み
の
家
屋
が

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
課
ま

た
は
、
各
支
所
の
窓
口
で
「
家
屋
取
り

壊
し
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　
　
　

22
―

6
8
2
2

（
十
一
月
五
日
付
け
）〔（

）
内
は
異

動
前
の
所
属
〕

▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
主
事
（
美

山
支
所
主
事
）
部
田
典
子

山
県
市
平
成
十
八
年
・
十
九
年
度

指
名
参
加
願
に
つ
い
て

「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

山
県
市
職
員
人
事
異
動

http：
//w
w
w
.city.yam

agata.gifu.jp/

認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分な方は、
家庭裁判所の成年後見制度の手続きを利用できます。

将来自分の判断能力が低下した場合に備え,自分の選んだ人（法人を含む）に財産の管理や契約等を自分
に代わって行ってもらうことをあらかじめ契約で定めておく「任意後見契約」の制度もあります（この制
度については、公証役場にお問い合わせください　　058-263-6582）。

最近母が認知症になり、判断や記
憶がしっかりしていないようで心配
です。悪質な住宅リフォームなどの
契約を結ばされないかな…。
母の権利がきちんと守られるよう

にするにはどうしたらいいのでしょ
うか？

息子は知的障害を持っています。
今は私が元気だから自宅で一緒に生
活できるけど、今後私が面倒をみら
れなくなった場合施設への入所手続
などが必要になるかもしれない…。
息子の生活や気持ちに配慮しなが

ら息子に代わって入所契約などを結
んでくれるような人を選ぶことはで
きないでしょうか？

認知症の父の入院費用を払うために、父名義
の定期預金を解約して資金を作る必要があるの
です。
でも、勝手に父の定期預金を解約することな

んてできないし、どうすればいいのでしょう？

（金）

（火）
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今まで各家庭からごみとして排出されていた衣類については、循環型社会形成の一環として、
リサイクルを原則としますので、衣類を出す場合には次のことを遵守してください。

1. 衣類については、クリーンセンターで随時受け入れします。分別排出にご協力いただき、可燃
ごみに出さないようにしてください。

2. 衣類を出す場合には、紙、ビニール、生ごみなどの衣類以外のものを混入しないでください。
3. 衣類を出す場合には、透明または半透明の任意のビニール袋に収納してください。
（山県市指定可燃ごみ袋に入れる必要はありません）
4. 搬入方法は、衣類排出者自身で直接クリーンセンターへ搬入してください。
なお搬入日時は、月～金曜日の午前8時30分～午後4時までとします。
ただし、祝日は除く。また、6月、9月、12月、3月の第4日曜日に市役所北側の車庫棟前（24番）
で行っている分別回収でも衣類を取り扱っていますのでこちらもご利用になれます。

5. 衣類のリサイクル（クリーンセンター搬入）についての問い合わせは、下記まで連絡してください。

■問い合わせ先

山県市クリーンセンター
山県市谷合2457番地　　　55－2202 55－2838

◆粗大ごみ受付センターは12月29日（木）～1月3日（火）まで休業します。
◆クリーンセンターは、12月31日（土）～1月3日（火）まで休業します。
◆12月中は、粗大ごみ受付センターが混み合うことが予想されます。直接搬入される場合は、なるべく
3日前までに受付を済ませるようお願いします。

◆不燃ごみ・粗大ごみを混入しないでください。

◆不燃ゴミ・粗大ごみを混入しないで下さい。

燃 え る ご み 収 集 日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田
倉・大北・石田町・山本・京ヶ
洞・双葉台・南屋敷・石畑・美
里・北町・栄町・仲町・共和
町・本町1～3丁目・星ヶ丘

収　　　集　　　区　　　域

佐賀・金池・見晴台・富岡・
梅原・桜尾・大桑

通常通り

26日（月）27日（火） 29日（木）30日（金）

12月 1月

12月 1月

6日（金）31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

28日
（水）

5日
（木）

4日
（水）

通常通り

通常通り 通常通り

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り

27日
（火）

通常通り

不燃ごみ・
粗大ごみの
クリーンセ
ンターへの
直接搬入

28日
（水）

通常通り
（事業系ごみの
直接搬入は、
午後4時まで）
最終受付日

29日
（木）

28日（水）

までに受

付済の方

のみ

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

3日
（火）

2日
（月）

28日（水）

までに受付

済の方のみ

午前中まで

休　　み

休　　み

28日（水）
までに受付
済の方のみ

5日（木）

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り通常通り

通常通り

乾・富波・西武芸

全　　　域

北山・　原・谷合・北武芸

高富地域

美山地域

伊自良地域

FAX
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※参加者は12月1日午前9時から申し込み受け付けを開始します。（電話での受け付けもできます）
定員になり次第締め切らせていただきます。詳しいことは各施設におたずねください。

持　　　　ち　　　　物

高富児童館 22-4750

12月�

定員行　　事　　名時　間曜日日

しきし1枚・ハンカチ

持　　　　ち　　　　物

子どもげんきはうす 23-2323

材料費200円・お茶・ハンカチ

お茶・ハンカチ

材料費300円・エプロン・三角巾・大きめのタッパー・
お茶・ハンカチ

お茶・ハンカチ

ハンカチ・お茶・ハサミ・ペンチ・千枚とおし

リースをつくろう

クリスマス会

パン教室（富岡公民館集合解散）

花もち作り

しめ縄作り

20人

50人

15人

20人

親子
10組

10:00～

10:00～

09:15～

09:30～

10:00～

土

土

土

土

日

3日

10日

17日

24日

25日

定員行　　事　　名時　間曜日日

※参加されたい方はクラブへの申し込みが必要ですので各施設へおたずねください。

高富児童館 22-4750 子どもげんきはうす 23-2323

ピヨピヨ・ケロケロクラブ合同
クリスマス会

ピヨピヨ・ケロケロクラブ合同
段ボール箱で遊ぼう

いちごクラブ
クリスマス会

いちごクラブ
クリスマス会

7日（水）
10:30～

20日（火）
10:30～

13日（火）
10:30～

14日（水）
10:30～

ピヨピヨクラブ（1歳児）・ケロケロクラブ（2歳児） いちごクラブ（1歳児）・めろんクラブ（2歳児）

09:00～ 切り絵

3日

10 日

11 日

17 日

24 日

土

10人

材料費300円・エプロン・ハンカチ・ビニール袋・タオ
ル（食器拭き用）・お茶

13:30～15:30 お菓子作り（高富公民館集合解散） 15人

エプロン・手ふきタオル・お茶・ハンカチ09:30～12:00 花もち作り（高富公民館集合解散） 20人

お茶・ハンカチ15:00～16:30 ミュージックベル

土

15人

お茶・ハンカチ09:00～11:00 将棋クラブ日

お茶・ハンカチ10:00～12:00 たのしいクリスマスコンサート土 30人

材料費500円・花器（和食器）、はさみ10:00～ アレンジフラワー土 10人
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12月の�
～1月6日�

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出
をされた、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、
掲載をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡
ください。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

10月届出分
31,210人（－ 14 ）

男 15,289人（－ 14 ）

女 15,921人（± 0）

世帯数 9，881戸（＋ 12 ）

前月比

人口の動き（平成17年11月1日現在）

5日
（1月6日）

2日
（1月5日）

月
・
木
曜
日

2日
（1月5日）

8日

13日

28日

23日

24日

富波

谷合

14日

13日23日中洞
6日

岩佐

乾

北武芸

1日
（1月4日）

原
3日

22日
北山

6日
（1月6日）

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

26日
27日20日

7日
（1月6日）

長滝・平井・掛・松
尾・上願

8日1日
（1月6日）大桑

7日

17日

2日
（1月6日）桜尾

22日26日梅原

21日
高木（高木東・阿原を
除く）

14日
15日10日

16日西深瀬

12日
13日17日東深瀬・高木東・阿原

火
・
金
曜
日

21日佐賀・見晴台・金池
19日

共和町

16日

27日
19日

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

21日12日
大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

月
・
木
曜
日

20日

15日

9日
森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

燃える
ご　み

不燃ごみ
粗大ごみ

びん・ペッ
トボトル

カン・白
色トレイ

高　富

佐　賀

西深瀬

梅　原

大　桑

富　永

岩　佐

高　富

東深瀬

高　木

梅　原

洞　田

藤　倉

片　原

佐　野

田　栗

青　波

佐　賀

西深瀬

高　木

梅　原

大　桑

原

田　栗

青　波

中　洞

ゴミは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう
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▼
「
歌
声
に
感
動
」。
市
内
各
小
・
中
学
校

の
合
唱
を
聴
き
ま
し
た
。
ど
の
学
校
も
取
り

組
ん
で
き
た
練
習
の
成
果
が
で
て
、心
が
一

つ
に
な
っ
た
歌
声
。
歌
っ
て
い
る
人
、聴
い
て

い
る
人
が
共
に
感
動
で
き
る
合
唱
に
、と
き

ど
き
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
心
に
響

く
歌
声
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
い
つ
ま

で
も
響
い
て
欲
し
い
で
す
。

（
K
）

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
取
材

し
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

剪
定
班
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
昔
会
社
員
な

ど
で
一
切
庭
師
と
は
関
係
の
な
か
っ
た
人
た

ち
。し
か
し
作
業
を
見
て
い
る
と
手
際
よ
く
、

芸
術
的
に
庭
木
を
切
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

班
長
の
鷲
見
さ
ん
を
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の
パ

ワ
フ
ル
さ
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て

私
に
も
パ
ワ
ー
が
注
入
さ
れ
た
気
が
し
ま
し

た
。

（
T
）
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「
土
の
塊
か
ら
轆
轤

ろ
く
ろ

を
使
っ
て
、

あ
る
い
は
紐
づ
く
り
で
か
た
ち
を

つ
く
る
、こ
の
仕
事
が
私
は
好
き

で
す
」。

伊
住
戸
の
井
上
健
郎
さ
ん
は
昭

和
十
九
年
、
高
知
県
生
ま
れ
で
六

十
一
歳
。

生
家
は
写
真
屋
で
、
四
十
歳
過

ぎ
ま
で
は
東
京
で
映
画
の
カ
メ
ラ

マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
陶
芸
と
の

出
会
い
は
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
の

時
。
知
り
合
い
の
陶
芸
家
に
誘
わ

れ
作
陶
し
た
と
こ
ろ
、
土
で
形
を

作
る
楽
し
さ
に
ひ
か
れ
て
し
ま
い
、

仕
事
を
辞
め
愛
知
県
瀬
戸
市
に
あ

る
愛
知
県
窯
業
職
業
訓
練
所
に
一

年
間
通
学
し
、
焼
き
物
の
基
礎
を

学
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
土
岐
市
の
青
葉
太
陽
氏

に
師
事
し
、
平
成
二
年
に
独
立
し

各
地
で
個
展
を
開
か
れ
て
い
ま
し

た
。そ

し
て
、
平
成
七
年
に
当
初
は

陶
芸
仲
間
が
住
む
予
定
だ
っ
た
旧

北
山
小
学
校
伊
往
戸
分
校
に
移
住

さ
れ
ま
し
た
。

「
私
は
、い
ろ
い
ろ
な
土
で
陶
器

を
作
り
た
か
っ
た
の
で
た
く
さ
ん

土
が
お
け
る
広
い
場
所
が
ほ
し
か

っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
場
所
を
探

し
て
い
る
と
き
に
こ
の
場
所
の
話

を
聞
き
す
ぐ
に
移
住
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
近
所
の
人
達
は
親
切

で
す
ぐ
に
仲
間
も
で
き
た
の
で
す

が
、
何
分
山
深
い
田
舎
に
住
む
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
気
持
ち
的

に
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
何

年
か
し
て
こ
の
場
所
に
馴
染
ん
で

し
ま
う
と
『
住
め
ば
都
で
』。
今

は
静
か
で
、
空
気
も
水
も
と
て
も

き
れ
い
で
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、い
い
作
品
を
作
る
た

め
に
非
常
に
大
事
な
、
気
力
の
充

実
な
ど
を
整
え
る
環
境
が
備
わ
っ

て
い
て
そ
こ
も
魅
力
で
す
」。

「
陶
芸
は
一い

ち

焼や

き
、
二に

土つ
ち

、
三さ

ん

細
工

さ
い
く

と
言
わ
れ
ま
す
。
出
戸
や
九

合
の
土
を
使
い
陶
器
を
作
っ
て
み

た
ら
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
物
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
内

に
あ
る
土
を
使
い
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
と
作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

特
に
出
戸
の
土
で
化
粧
を
し
た

「
織
部
」に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
」。

「
陶
器
は
焼
い
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
物
で
す
。
そ
こ
が
魅
力
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦

し
い
い
物
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」。

土
の
塊か

た
ま
り

か
ら
か
た
ち
を
つ
く
る

こ
の
仕
事
が
私
は
大
好
き
で
す

井
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郎 
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